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Problem and Possibility for Regional Science as Liberal Arts: 






In order to consider what structure of learning system could be beneficial to the students 
of Fukuyama University, we analyzed the present situation regarding the positioning of 
regional studies as a liberal arts subject. Regional studies is an important component of a 
university education as it facilitates students becoming active members of society in the 
area where they live. One aspect of regional studies, regional science, is a necessary subject 
to execute this mission. In the course of gaining a bachelor ’s degree, it is important to 
prevent division between liberal arts education and professional education. Regional 
science in the form of collaborative education with the community can play an important 
role in joining the two areas. In this paper, we propose the creation of an educational system 
to acquire liberal arts necessary as a citizen by constructing a mechanism to establish 
unique qualifications based on classes of regional science in liberal arts courses.  
 













































































第 1 回 備後地域学―福山の魅力― 
第 2 回 備後地域の地理探求―地方創生を求めて― 
第 3 回 福山の魅力発信について 
第 4 回 福山の都市計画 
第 5 回 備後圏域における新たな広域連携 
第 6 回 びんご史探訪―謎の古墳と戦国山城― 
第 7 回 戦国武将水野勝成の野望―近世城郭の到達点、福山城と城下町― 
第 8 回 明治元年１月９日 ―近代福山の原点、福山戦争― 
第 9 回 河川・沿岸地域の生態系および生態系サービス（１）―地域生態系― 
第 10 回 河川・沿岸地域の生態系および生態系サービス（２）―生態系サービス― 
第 11 回 備後企業の海外進出について 
第 12 回 まちの問題解決にスポーツができる可能性について 
第 13 回 福山特産のブドウで造ったワインを世界へ！―福山大学ワインプロジェクト― 
第 14 回 福山の酒類製造業から地域の発酵食品を考える 



























表３：「松永に学ぶ産業と文化」授業計画（2017 年度）  
日   程  内  容  実施概要  
4 月 10 日〜18 日  受講上の説明  受講について説明  
4 月 22 日  はきもの資料館  
見学会  
実施場所：はきもの資料館  
実施時間：10 時〜12 時（以降は、自由に観覧）  
実施内容：展示物の説明・館内の見学  
4 月 24 日〜  




5 月〜6 月  テーマの決定  
調査研究の準備  
担当教員と 2〜3 回の面談の上、決定  
資料集めの方法など、調査研究の方法について検討  
6 月〜9 月  調査研究  はきもの資料館の見学、資料の閲覧、また、その他の調
査（図書館、現地調査）などを行い、各自で学修  
担当教員に定期的な報告を行い、指導を受ける  
9 月下旬  







10 月中旬  




11 月中旬  
〜12 月中旬  
スライドの作成  調査研究の結果から、プレゼンテーション用のパワーポ
イントスライドを作成  








1 月 30 日  レポートの提出  完成したレポートを担当教員に提出  
表２：「備後に学ぶ地域の課題」授業計画（2017 年度） 
第 1 回 ガイダンス（本講義の目的・進め方などの説明） 
福山市を流れる芦田川の現状について 
第 2 回 芦田川のイメージアップのための施策を考える１ 
課題の説明・グループ分け・自己紹介・課題の整理・行事参加の分担 
第 3 回 芦田川見学（ふくやま環境大学に同行）１：堂々川ホタル同好会の活動について  
第 4 回 ふくやま環境大学（芦田川見学）２：堂々川流域の砂留の保護について 
第 5 回 ふくやま環境大学（芦田川）３：芦田川見る視る館での水質検査体験 
第 6 回 芦田川のイメージアップのための施策を考える２：成果物の構想 
ふくやま環境大学での知識の整理・課題の洗い出し・課題解決方法の検討 
第 7 回 芦田川のイメージアップのための施策を考える３：成果物の作成 
施策の具体的な検討・成果物の作成 
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表４：2017 年度 フクトーークでの学生の提案内容 






































に学ぶ地域の課題」（2015 年に開講）の受講者数は、2015 年 7 名、2016 年 12 名、2017 年
6 名であり、受講者数は決して多くない。学生の受講登録の状況をみると、前期の段階での
































クティブラーニングを活用している「備後に学ぶ地域の課題」について 2015 年度〜2017 年
 教養科目としての地域学の課題と展望―福山大学での取り組みを例として― 77 
度の 3 年間の満足度の平均は 4.04±0.15（回答者数 23 名）であった。一方、講義科目であ










地域の課題」については、2017 年度の学修成果の平均は 4.33±0.36（回答者数 6 名）であっ
た。一方、講義科目である「備後地域学」は、2016 年度と 2017 年度の過去 2 年間の平均は






平均は 4.33±0.36 であった。一方、「備後地域学」は、2016 年度と 2017 年度の過去 2 年間
の平均は 3.31±0.08 であった。「備後に学ぶ地域の課題」の受講者数が少ないが、両者の間
で有意な差が見られた（t 値=2.238、p＜0. 05）。ちなみに、筆者の担当している備後地域学






















※2017 年度は 6 名の受講生がいたが、1 名が同質問に対して未記入。 
 
授業に対する感想や意見については、2015 年度、2016 年度にも聞いており、受講生から
















































































図２：大学教育の構造（「21 世紀の教養と教養教育」4 の 20 ページの図を転載） 




























































７ 「日本の展望―学術からの提言 2010 21世紀の教養と教養教育」平成22年(2010年)4月
5日  日本学術会議  日本の展望委員会  知の創造分科会。 http://www.scj.go.jp/
ja/info/kohyo/pdf/kohyo-21-tsoukai-4.pdf 
 
 
